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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非イオン性界面活性剤（Ａ）〔以下、（Ａ）成分という〕、アルキルケテンダイマー（
Ｂ）〔以下、（Ｂ）成分という〕、下記一般式（Ｃ－１）で表される陽イオン性界面活性
剤（Ｃ）〔以下、（Ｃ）成分という〕及び水を含有する製紙用薬剤組成物の製造方法であ
って、
　（Ａ）成分が、脂肪酸エステル及びその炭素数２～４のアルキレンオキサイド付加物か
ら選ばれる１又はそれ以上の化合物であり、
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分を（Ｃ）成分の存在下で水中で乳化させる工程〔以下、乳化工
程という〕を有し、
　製紙用薬剤組成物が、（Ａ）成分を３～１２重量％、（Ｂ）成分を２～１２重量％、（
Ｃ）成分を１～４重量％含有する、
製紙用薬剤組成物の製造方法。
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【化１】

〔式中、Ｒ1c～Ｒ4cは、それぞれ、炭素数１～２４のアルキル基、炭素数２～２４のアル
ケニル基、炭素数１～２４のβ－ヒドロキシアルキル基、ベンジル基、又は式：－（Ａ1

Ｏ）ｎ1－Ｚ1（ここでＡ1Ｏは炭素数２～４のオキシアルキレン基であり、Ｚ1は水素原子
またはアシル基であり、ｎ1はＡ1Ｏの平均付加モル数であり、１～５０の整数である）で
表される基であり、Ｘ1

-は対イオンである。〕
【請求項２】
　乳化工程を、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分が溶融する温度で行う、請求項１記載の製紙用
薬剤組成物の製造方法。
【請求項３】
　（Ａ）成分が、アルキレンオキサイド基を含まない多価アルコールと脂肪酸のエステル
から選ばれる１又はそれ以上の化合物である、請求項１又は２に記載の製紙用薬剤組成物
の製造方法。
【請求項４】
　非イオン性界面活性剤（Ａ）〔以下、（Ａ）成分という〕及びアルキルケテンダイマー
（Ｂ）〔以下、（Ｂ）成分という〕を、下記一般式（Ｃ－１）で表される陽イオン性界面
活性剤（Ｃ）〔以下、（Ｃ）成分という〕の存在下で水中に乳化させて得られた乳化物か
らなる製紙用薬剤組成物であって、
　（Ａ）成分が、脂肪酸エステル及びその炭素数２～４のアルキレンオキサイド付加物か
ら選ばれる１又はそれ以上の化合物であり、
　製紙用薬剤組成物が、（Ａ）成分を３～１２重量％、（Ｂ）成分を２～１２重量％、（
Ｃ）成分を１～４重量％含有する、
製紙用薬剤組成物。
【化２】

〔式中、Ｒ1c～Ｒ4cは、それぞれ、炭素数１～２４のアルキル基、炭素数２～２４のアル
ケニル基、炭素数１～２４のβ－ヒドロキシアルキル基、ベンジル基、又は式：－（Ａ1

Ｏ）ｎ1－Ｚ1（ここでＡ1Ｏは炭素数２～４のオキシアルキレン基であり、Ｚ1は水素原子
またはアシル基であり、ｎ1はＡ1Ｏの平均付加モル数であり、１～５０の整数である）で
表される基であり、Ｘ1

-は対イオンである。〕
【請求項５】
　前記乳化物から得られた懸濁液からなる、請求項４記載の製紙用薬剤組成物。
【請求項６】
　（Ａ）成分が、アルキレンオキサイド基を含まない多価アルコールと脂肪酸のエステル
から選ばれる１又はそれ以上の化合物である、請求項４又は５記載の製紙用薬剤組成物。
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【請求項７】
　サイズプレス工程を有する紙の製造方法であって、請求項４～６いずれか記載の製紙用
薬剤組成物をサイズプレス工程より前の工程で添加する紙の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製紙用薬剤組成物、製紙用薬剤組成物の製造方法及び該組成物を用いる紙の
製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、白色度、不透明度、印刷適性、そしてボリューム感等の面に優れた品質の高い紙
が求められている一方で、環境への配慮からパルプ使用量の少ない軽量な紙が望まれてい
る。これらを紙の嵩高さによって解決すべく、これまでに種々の嵩向上の方法が試みられ
ており、その一つとして嵩高剤等の紙質向上剤の利用が挙げられる。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、加圧処理をしても密度の上昇が少なく、インクの吸収性が高
く、インク画像の発色性と耐水性に優れる塗被紙を得ることを目的として、モノアミン、
ポリアミン、ポリアルキレンイミン又はその誘導体から活性水素を除いた残基とアシル基
等を有する化合物に、エピハロヒドリン若しくはグリシジルエーテル及び／又はそれらか
ら誘導された化合物を反応して得られる化合物等をパルプ繊維に付着させ嵩高さを付与し
た低密度紙を原紙として用いることが開示されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、紙の強度とサイズ度を低下させることなく、不透明度の高い紙
製品を製造できることを目的として、モノアミン、ポリアミン、ポリアルキレンイミン又
はその誘導体から活性水素を除いた残基とアシル基等を有する化合物に、エピハロヒドリ
ン若しくはグリシジルエーテル及び／又はそれらから誘導された化合物を反応して得られ
る化合物を特徴とする紙用不透明化剤が開示されている。そして、その製造例として、テ
トラエチレンペンタミンとステアリン酸（モル比１／２）とを反応して中間化合物を得、
さらに該中間化合物を９０℃に加熱し、エピクロロヒドリン（モル比１／２）を滴下して
得られる紙用不透明化剤成分が開示されている。
【０００５】
　また、特許文献３には、カチオン性高分子及び／又は両性高分子の存在下で、所定のア
ミド系化合物とエピハロヒドリンとの反応を行って得られる高分子化合物を高濃度化され
た水性エマルション系の紙用内添添加剤として用いることが開示されている。
【０００６】
　また、特許文献４には、従来のサイジング剤の効果を改良するために、特定の脂肪酸混
合物と特定のアミン類とから調製され、エピクロロヒドリンで第四級化されている塩基性
脂肪酸アミド類の水性調合物と、電解質とからなる紙用のサイジング剤を用いることが開
示されている。
【０００７】
　また、特許文献５には、サイズ度を低下させる特定の抄紙薬剤と、カチオン界面活性剤
と、アルキルケテンダイマー又はアルケニル無水コハク酸とを、パルプスラリーに添加す
る工程を有するパルプシートの製造方法が開示されている。
【０００８】
　また、特許文献６には、非イオン性界面活性剤かと、特定２種の陽イオン性界面活性剤
とを配合してなる製紙用薬剤組成物が開示されている。特許文献６には、該製紙用薬剤組
成物を用いて紙を製造するにあたり、サイズ剤等の成分は製紙用薬剤組成物とは別に添加
することが望ましいことが記載されている。
【０００９】
【特許文献１】特開２００５－１８８００１号公報
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【特許文献２】特開２０００－２７３７９２号公報
【特許文献３】特開２００６－１０４６０９号公報
【特許文献４】特公昭６３－３０４３９号公報
【特許文献５】特開２００５－３１４８３６号公報
【特許文献６】特開２００７－２７７７３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　嵩高剤による嵩高紙製造における課題の一つに、プレドライヤー通過等のドライヤー直
後の紙の表面に塗液を塗布する工程で、塗液の吸液量が増大する傾向がある。これは嵩高
剤を使用すると紙の空隙率が増大することが大きな要因と考えられる。この吸液量の増大
によって、塗布後の乾燥負荷が増し、嵩高紙製造全体で抄速が十分に上げられなくなる（
抄速低下）。特に、塗液を塗布する工程としてはサイズプレス工程での吸液が問題である
。そして、吸液量の増大の現象は、塗液中に紙を通過させるという構造上、吸液制御が困
難とされる２ロールサイズプレスで顕著にみられている。
【００１１】
　本発明は、塗液の吸液を抑制でき嵩高い紙が得られる製紙用薬剤組成物の製造方法の提
供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、非イオン性界面活性剤（Ａ）〔以下、（Ａ）成分という〕、アルキルケテン
ダイマー（Ｂ）〔以下、（Ｂ）成分という〕、下記一般式（Ｃ－１）で表される陽イオン
性界面活性剤（Ｃ）〔以下、（Ｃ）成分という〕及び水を含有する製紙用薬剤組成物の製
造方法であって、
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分を（Ｃ）成分の存在下で水中で乳化させる工程〔以下、乳化工
程という〕を有する、
製紙用薬剤組成物の製造方法に関する。
【００１３】

【化３】

【００１４】
〔式中、Ｒ1c～Ｒ4cは、それぞれ、炭素数１～２４のアルキル基、炭素数２～２４のアル
ケニル基、炭素数１～２４のβ－ヒドロキシアルキル基、ベンジル基、又は式：－（Ａ1

Ｏ）ｎ1－Ｚ1（ここでＡ1Ｏは炭素数２～４のオキシアルキレン基であり、Ｚ1は水素原子
またはアシル基であり、ｎ1はＡ1Ｏの平均付加モル数であり、１～５０の整数である）で
表される基であり、Ｘ1

-は対イオンである。〕
【００１５】
　また、本発明は、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分を、（Ｃ）成分の存在下で水中に乳化させ
て得られた乳化物からなる製紙用薬剤組成物に関する。
【００１６】
　また、本発明は、サイズプレス工程を有する紙の製造方法であって、上記本発明の製紙
用薬剤組成物をサイズプレス工程より前の工程で添加する紙の製造方法に関する。
【発明の効果】
【００１７】
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　本発明によれば、抄紙時の塗液の吸液を抑制でき嵩高い紙が得られる製紙用薬剤組成物
の製造方法が提供される。本発明により製造された製紙用薬剤組成物を用いることで塗液
の吸液が抑制されるので、抄紙速度を上げることができ、従来よりも嵩高紙の生産性を向
上することが期待できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明により製造された製紙用薬剤組成物は、抄紙時にパルプスラリー中に添加し抄紙
することによりドライヤー直後の塗液を塗布する工程で塗液の吸液が抑制され、得られる
紙の嵩とサイズ性を向上させるものである。以下、本発明に用いられる（Ａ）成分、（Ｂ
）成分及び（Ｃ）成分について説明する。
【００１９】
［（Ａ）成分］
　本発明の非イオン性界面活性剤（Ａ）は、嵩高発現性の観点から、下記に定義される離
水度が４％以上となるものから選択することが好ましい。
　離水度（％）＝（α0－α）／α0×１００
　α：非イオン性界面活性剤となる化合物をパルプ100重量部に対し５重量部添加して抄
紙して得た湿潤シートの含水率
　α0：非イオン性界面活性剤となる化合物をパルプに添加しないで抄紙して得た湿潤シ
ートの含水率
【００２０】
　本発明における離水度の測定方法を詳述する。
〔離水度の測定方法〕
（Ａ）使用パルプ
　JIS P 8209のパルプ試験用手すき紙の調製法により調製した手すきパルプシートのハン
ター白色度（JIS P 8123）が80±５％であるブナ由来の広葉樹晒しパルプ（以後、ＬＢＫ
Ｐという）を使用する。
【００２１】
（Ｂ）離水度の測定
（ｉ）ＬＢＫＰを、25±３℃で一定量をビーターにて離解そしてカナダ標準濾水度（JIS 
P 8121）で460±10mlに叩解してパルプ濃度が1.0重量％のＬＢＫＰスラリーを得る。
【００２２】
　このパルプスラリーを抄紙後のシートのＬＢＫＰ分の坪量が80±２ｇ／m2になるように
量り取ってから、硫酸アルミニウムでpHを4.5に調製した後、非イオン性界面活性剤の1.0
重量％のエタノール溶液をパルプ100重量部に対して５重量部（純分）添加し、丸型タッ
ピ抄紙機にて150メッシュワイヤー（面積200cm2）で抄紙し湿潤シートを得る。湿潤シー
トの上に坪量320±20ｇ／m2のろ紙（直径185mm）２枚を重ね、更にその上にコーチプレー
トを重ねコーチングした後、湿潤シートを取り出す。次いで湿潤シートを前記のろ紙２枚
で上下をはさみ、圧力340±10kPaで５分間プレスする。プレス後、速やかに湿潤シートの
重量ｗ（ｇ）を秤量する。
【００２３】
　次に105±３℃、60分間乾燥し、得られた乾燥シートの重量Ｗd（ｇ）を秤量する。
（ii）上記で求めたＷ、Ｗdから、（１）式により含水率α（％）を求める。
　α（％）＝（Ｗ－Ｗd）／Ｗ×100（１）
　また、非イオン性界面活性剤となる化合物を添加しないで同様にシートを調製し、同様
にして求めた含水率をα0とする。
（iii）上記で求めた含水率α、α0から、下式（２）より離水度を求める。
　離水度（％）＝（α0－α）／α0×100（２）
【００２４】
　また、非イオン性界面活性剤（Ａ）は、嵩高発現性の観点から、下記（Ａi）及び（Ａi

i）から選ばれる１又はそれ以上の非イオン性界面活性剤が好ましく、特に、それらの中
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で離水度が４％以上となるものが好ましい。
【００２５】
（Ａi）炭素数６～２２の直鎖又は分岐鎖、飽和又は不飽和の１価アルコール、エーテル
基を含んでいてもよい総炭素数２～２４の２～１４価の多価アルコール、及びこれらの炭
素数２～４のアルキレンオキサイド付加物、から選ばれる１又はそれ以上の化合物〔以下
、（Ａi）成分という〕
【００２６】
（Ａii）脂肪酸エステル及びその炭素数２～４のアルキレンオキサイド（以下、ＡＯと表
記する）付加物、から選ばれる１又はそれ以上の化合物〔以下、（Ａii）成分という〕
【００２７】
　本発明の（Ａ）成分のうち、（Ａi）成分は、炭素数６～２２の直鎖又は分岐鎖、飽和
又は不飽和の１価アルコール、エーテル基を含んでいてもよい総炭素数２～２４の２～１
４価の多価アルコール、及びこれらの炭素数２～４のＡＯ付加物である。更に、前記アル
コール又はそのＡＯ付加物の末端の一部又は全部にアルキル基が結合したエーテル化合物
も含まれる。
【００２８】
　１価アルコールは炭素数６～２２の直鎖飽和アルコールが好ましく、８～２２の直鎖飽
和アルコールがより好ましく、１０～２２の直鎖飽和アルコールがさらに好ましい。
【００２９】
　多価アルコールは、エーテル基を含んでいてもよい総炭素数２～２４の２～１２価アル
コールが好ましく、２～１０価アルコールがより好ましく、３～６価アルコールがさらに
好ましい。
【００３０】
　２価アルコールとしては、エーテル基を含んでいてもよい総炭素数２～10のもの、例え
ばプロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ブチレングリコール、ジブチレング
リコール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、ポリエチレングリコールなどが
挙げられる。
【００３１】
　３価以上のアルコールとしては、エーテル基を有していてもよい総炭素数３～24のアル
コールで、１分子中の総水酸基数／総炭素数＝0.4～１であるもの、例えばグリセリン、
ポリグリセリン（平均縮合度２～５）、ペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトール
、アラビトール、ソルビトール、スタキオース、エリトリット、アラビット、マンニット
、グルコース、ショ糖などが挙げられる。
【００３２】
　より好ましくはエチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、
エーテル基を有していてもよい総炭素数３～12のアルコールで、１分子中の水酸基数／総
炭素数＝0.5～１である３価以上のアルコールである。特に好ましくはグリセリン、ポリ
グリセリン（平均縮合度２～４）、ペンタエリスリトールである。
【００３３】
　ＡＯとしては、エチレンオキサイド（以下、ＥＯと表記する）及び／又はプロピレンオ
キサイド（以下、ＰＯと表記する）であり、ＥＯとＰＯの両方を用いる場合はランダム付
加でもブロック付加でも何れでも良い。また、各々の平均付加モル数は、ＥＯは０～２０
０モルが好ましく、０～１００モルがより好ましい。ＰＯは０～１５０モルが好ましく、
０～１００モルがより好ましい。
【００３４】
　（Ａii）成分は、脂肪酸エステル及びその炭素数２～４のＡＯ付加物から選ばれる１又
はそれ以上の化合物である。これらの中でも、脂肪酸とアルコールのエステルが好ましく
、脂肪酸と多価アルコールのエステルがさらに好ましい。
【００３５】
　脂肪酸とアルコールのエステルに用いられる脂肪酸は、炭素数６～24、好ましくは炭素



(7) JP 5242365 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

数10～22の脂肪酸が挙げられ、飽和、不飽和、直鎖、分岐鎖の何れでもよく、中でも直鎖
脂肪酸が好ましい。更に好ましくは、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステア
リン酸、ベヘン酸、オレイン酸であり、中でもステアリン酸が好ましい。該エステルに用
いられるアルコールの具体例としては、（Ａi）成分で述べた１価もしくは多価アルコー
ル及びそれらのＡＯ付加物が挙げられる。
【００３６】
　脂肪酸と１価アルコールのエステルとしては、下記一般式（Ａ’）で表される化合物も
好ましく使用できる。
　　Ｒ’ＣＯＯ(ＥＯ)p(ＰＯ)qＲ''　　　（Ａ’）
〔式中、Ｒ’は、炭素数５～２３のアルキル基又はアルケニル基又はβ－ヒドロキシアル
キル基、Ｒ''は、炭素数６～２２のアルキル基又はアルケニル基又はβ－ヒドロキシアル
キル基を示す。ＥＯはエチレンオキサイド、ＰＯはプロピレンオキサイドであり、ｐ、ｑ
はそれぞれ平均付加モル数であり、ｐは０～２０の数、ｑは１～２０の数である。〕
【００３７】
　これらのエステルは、公知のエステル化反応及びＡＯ付加反応により、得ることができ
る。例えば、脂肪酸と多価アルコールの混合物に、要すればエステル化触媒を添加し、15
0～250℃で反応させることによりエステルが得られ、更にアルカリ触媒などの存在下に炭
素数２～４のＡＯを付加することにより、ＡＯ付加エステルが得られる。また、脂肪酸あ
るいは多価アルコールにＡＯを付加後、エステル化してもよい。更に、脂肪酸にＡＯ付加
のみを行って得られる場合もある。
【００３８】
　このエステルのエステル平均置換度は、好ましくは１モルの多価アルコール当たり、ア
ルコール中のＯＨが１０～９５当量％、更に１０～８０当量％置換されたものであり、特
に好ましくは１モルの多価アルコール当たり１～２モルのエステル基を有するものである
。
【００３９】
　ＡＯ付加エステルを用いる場合、ＡＯの平均付加モル数は、アルコール性水酸基１個当
たり０超～１０モルであり、０超～５モルが好ましい。なお、エチレングリコールなどの
ようにＡＯ基となり得る多価アルコールを使用した場合においては、それらもＡＯ基の数
に算入する。ＡＯは、ＥＯ、ＰＯが好ましい。これらはＥＯ、ＰＯの単独あるいはＥＯと
ＰＯの混合の何れでもよい。本発明では、ＡＯ基を含まない多価アルコールと脂肪酸のエ
ステルを用いることが特に好ましい。
【００４０】
　（Ａ）成分としては、特にグリセリン、ポリグリセリン（平均縮合度２～４）、ペンタ
エリスリトールから選ばれるアルコールとパルミチン酸、ステアリン酸から選ばれる脂肪
酸とのエステル化合物が好ましい。
【００４１】
　また、（Ａ）成分は、１．０重量％濃度になるように水に添加・攪拌した後（途中で１
００℃以下に加温してもよい）、２０℃に維持した場合に均一透明にならないものが好ま
しい。ここで、「均一透明にならないもの」とは、系全体が一様（沈殿物や浮遊物がない
状態）でないものか、一様であっても２０℃での（Ａ）成分１．０重量％水溶液の可視光
６６０ｎｍにおける光路１０ｍｍでの透過率（Ｔ％）が、水を１００％したときに５％以
下であるものを指す。
【００４２】
［（Ｂ）成分］
　本発明により製造された製紙用薬剤組成物は、（Ｂ）成分としてアルキルケテンダイマ
ーを含有する。アルキルケテンダイマーとしては、炭素数１２～２２のものが挙げられる
が、炭素数１４～２０のものが好ましく、炭素数１６又は１８のものがより好ましい。
【００４３】
［（Ｃ）成分］
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　本発明により製造された製紙用薬剤組成物は、上記一般式（Ｃ－１）で表される陽イオ
ン性界面活性剤（Ｃ）を含有する。一般式（Ｃ－１）において、Ｒ1c～Ｒ4cは、炭素数１
～２４のアルキル基、炭素数２～２４のアルケニル基が好ましく、炭素数１～２０のアル
キル基がより好ましい。また、対イオンＸ1

-としてはメチル硫酸イオン、エチル硫酸イオ
ンが好ましい。
【００４４】
　（Ｃ）成分として好ましい化合物は、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の分散性及び取扱性の
観点から、Ｒ1c～Ｒ4cが炭素数１～２０のアルキル基、対イオンＸ1

-がエチル硫酸イオン
である化合物である。更には、Ｒ1c～Ｒ4cのうち少なくとも１つが、炭素数１４～２０の
アルキル基であり、残りが炭素数１若しくは２のアルキル基である化合物がより好ましい
。
【００４５】
［製紙用薬剤組成物の製造方法及び製紙用薬剤組成物］
　本発明の製紙用薬剤組成物の製造方法は、（Ａ）成分と（Ｂ）成分を（Ｃ）成分の存在
下で水中で乳化させる工程〔乳化工程〕を有する。このような乳化工程を経て得られた本
発明の製紙用薬剤組成物により、塗液の吸液が抑制される理由は明らかではないが、（Ａ
）成分と（Ｂ）成分が、（Ｃ）成分によって乳化されることにより、パルプへの吸着効率
が向上するためと推定される。乳化工程では、（Ａ）成分と（Ｂ）成分を（Ｃ）成分によ
り水中で乳化させることができる。乳化工程により、（Ａ）成分、（Ｂ）成分、（Ｃ）成
分及び水を含有する乳化物が調製される。本発明では、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分が（Ｃ
）成分により水中で乳化した状態で存在する。
【００４６】
　本発明の製造方法において、乳化工程における温度は特に限定されないが、好ましくは
乳化工程を、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分が溶融する温度で行う。その際、（Ａ）成分と（
Ｂ）成分と（Ｃ）成分と水とを、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の融点以上の温度（すなわち
、（Ａ）成分の融点及び（Ｂ）成分の融点の両方よりも高い温度）、より好ましくは（Ａ
）成分及び（Ｂ）成分の融点のうち高い方の融点より１０℃以上高い温度、さらに好まし
くは５０～１００℃で攪拌混合することが好ましい。（Ａ）成分、（Ｂ）成分、（Ｃ）成
分及び水の混合順序は問わないが、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分の三成分が共
存した状態で乳化物が構成される必要がある。必要に応じて、ホモミキサーやラインミキ
サー、高圧ホモジナイザー等の乳化機を使用できる。乳化物の性状、取り扱いやすさの観
点から、乳化物中の固形分濃度としては、５～５０重量％が好ましく、より好ましくは１
０～４０重量％、さらに好ましくは１０～３０重量％である。
【００４７】
　乳化時間は、特に限定されないが、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分を、水又は
温水に添加し、溶液全体を（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の融点以上の温度に保ちながら１０
分～３時間行うことが好ましく、３０分～２時間がより好ましい。
【００４８】
　本発明の製紙用薬剤組成物は、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分を、（Ｃ）成分により水中に
乳化させた乳化物から得られるものであり、乳化物の状態のままでも使用することができ
るが、取り扱いやすさ及び性能の安定性の観点から、懸濁液とすることが好ましい。つま
り、本発明の製紙用薬剤組成物は、製造過程で（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分と
水とを含む乳化物の状態が存在するが、使用時の形態は、乳化物、乳化以外のいずれでも
よい。（Ａ）成分、（Ｂ）成分（Ｃ）成分及び水を含む懸濁液は、乳化工程で得られた乳
化物を（Ａ）成分、（Ｂ）成分の融点以下の温度まで冷却することにより得ることができ
る。従って、本発明の製紙用薬剤組成物は、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分を、（Ｃ）成分の
存在下で水中に乳化させて得られた乳化物からなる製紙用薬剤組成物、並びに、（Ａ）成
分及び（Ｂ）成分を、（Ｃ）成分の存在下で水中に乳化させた乳化物から得られた懸濁液
からなる製紙用薬剤組成物を包含する。
【００４９】
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　（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の融点の測定方法について説明する。試料をできるだけ低い
温度で融解し、毛細管（メトラー（Mettler）社製「ME-18552」（硬質ガラス製、長さ７
６ｍｍ、内径１．３ｍｍ、壁厚０．２ｍｍ））に約１０ｍｍ吸い上げる。１０℃以下で２
４時間又は少なくとも２時間冷却し、毛細管中の試料を固化させる。この毛細管を図１の
装置に取り付け、振動の無い場所で昇温を始める。予想融点の約１０℃手前まで昇温し、
その後１分間に１℃の速度で昇温を続ける。試料が毛細管を上昇し始めたときの温度を読
みとり（小数点以下一桁）、融点とする。なお、浴液は水を使用する。図１中の数値の単
位はｍｍである。なお、（Ａ）成分は、融点が２０～９０℃、更に３０～８０℃のものが
好ましく、（Ｂ）成分は、融点が４０～６０℃、更に４５～５５℃のものが好ましい。
【００５０】
　液状組成物の場合、本発明の製紙用薬剤組成物は、（Ａ）成分を１～３２重量％、更に
３～１２重量％含有することが好ましく、（Ｂ）成分を０．５～２０重量％、更に２～１
２重量％含有することが好ましく、（Ｃ）成分を０．５～１２重量％、更に１～４重量％
含有することが好ましい。また、２０℃におけるｐＨ（水相部分のｐＨ）は２～１２、更
に４～１０が好ましい。
【００５１】
　本発明の製紙用薬剤組成物は、パルプスラリー中に直接添加することができ、必要に応
じて更に水等で希釈、乳化、懸濁等して添加することができる。紙の生産効率の観点から
は、乳化物又は懸濁液からなる本発明の組成物をパルプスラリー中に直接添加することが
好ましい。
【００５２】
　乳化物又は懸濁液における乳化粒子又は分散粒子の平均粒子径（メジアン径）は０．１
～５０μｍが好ましく、０．１～３０μｍが好ましい。平均粒子径が０．１μｍ以上では
歩留りがよく効率的であり、また５０μｍ以下では性能も良好である。
【００５３】
＜紙の製造方法＞
　本発明の製紙用薬剤組成物は、抄紙工程の何れかの工程において添加されるものであり
、そのまま添加してもよいし、必要に応じて水等に分散させた懸濁液として添加してもよ
い。
【００５４】
　本発明の製紙用薬剤組成物は、サーモメカニカルパルプ（ＴＭＰ）等の機械パルプ、Ｌ
ＢＫＰ等の化学パルプ等のヴァージンパルプ、古紙パルプ等のパルプ原料に広く適用でき
る。
【００５５】
　本発明の製紙用薬剤組成物は、サイズプレス工程より前の何れかの工程において添加さ
れる。その添加場所としては、パルプ原料の稀薄液が金網上を進む間に濾水されて紙層を
形成する工程以前で、パルパーやリファイナー等の離解機や叩解機、ミキシングチェスト
、マシンチェストやヘッドボックスや白水タンク等のタンク、あるいはこれらの設備と接
続された配管中に添加してもよいが、リファイナー、ミキシングチェスト、マシンチェス
ト、ヘッドボックスで添加する等、均一にパルプ原料にブレンドできる場所が望ましい。
本発明の製紙用薬剤組成物は、パルプ原料に添加後、そのまま抄紙され紙（パルプシート
）中に大部分残存することが好ましい。本発明の製紙用薬剤組成物の効果を発揮する上で
抄紙機の種類は特に限定されるものではないが、例えば、長網式、円網式、短網式、ツイ
ンワイヤー式、及び傾斜ワイヤー式抄紙機等があげられる。また、ワイヤーパートについ
ては、例えばギャップフォーマー、ハイブリッドフォーマーなどが挙げられる。
【００５６】
　本発明の製紙用薬剤組成物を用いた紙の製造方法は、公知の方法に準じることができる
が、作業性の観点から、本発明の製紙用薬剤組成物を、水又は水性溶剤に溶解又は分散さ
せた形態でパルプスラリーに添加し抄紙することが好ましい。特に、本発明の製紙用薬剤
組成物を、その融点以上の温度の水に分散させ、該懸濁液をパルプスラリー中に添加し抄
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紙を行うことが好ましい。本発明の製紙用薬剤組成物の添加量は、紙質向上効果の観点か
ら、固形分換算で、パルプ１００重量部に対し、０．０５重量部以上が好ましく、０．１
重量部以上がより好ましく、０．２重量部以上がさらに好ましい。また、紙本来の特性を
保持する観点から２０重量部以下が好ましく、１０重量部以下がより好ましく２重量部以
下がなお好ましい。したがって、紙質向上効果と紙本来の特性を保持する観点から、パル
プ１００重量部に対し、０．０５～２０重量部が好ましく、０．１～１０重量部がより好
ましく、０．２～２重量部がさらに好ましい。本発明の製紙用薬剤組成物は、抄紙時にこ
の比率となるように添加するのが好ましい。
【００５７】
　本発明における紙の製造時において、一般の抄紙時に用いられる、サイズ剤、填料、歩
留まり向上剤、濾水性向上剤、紙力向上剤等を添加してもよい。特に、本発明の製紙用薬
剤組成物がその機能を発現するためには、パルプに定着することが重要であり、必要に応
じて定着を促進する剤（以下、定着促進剤という）を用いることができる。かかる剤の例
としては、硫酸アルミニウム、カチオン化澱粉、アクリルアミド基を有する化合物、ポリ
エチレンイミン等が挙げられる。定着促進剤の添加量は、パルプ１００重量部に対し０．
００１～５重量部が好ましく０．０１～２重量部がより好ましい。また、本発明の製紙用
薬剤組成物１００重量部（固形分）に対して５～２０重量部用いることが好ましい。
【００５８】
　本発明の製紙用薬剤組成物は、塗工設備の中でもサイズプレス設備を設置した抄紙機で
用いると抄速向上に効果的である。すなわち、サイズプレス工程を有する紙の製造方法に
おいて、本発明の製紙用薬剤組成物をサイズプレス工程より前に添加することが好ましい
。
【００５９】
　本発明の製紙用薬剤組成物を用いて得られる紙はパルプシートとして知られており、具
体的には、紙パルプ技術便覧（紙パルプ技術協会発行、４５５～４６０頁、１９９２年）
に記載された品目分類の中の、新聞用紙、非塗工印刷用紙、微塗工印刷用紙、塗工印刷用
紙、情報用紙、段ボール用紙、白板紙、包装用紙等の紙又は板紙に好適に用いられる。特
に書籍・出版用途に使用される、非塗工印刷用紙、微塗工印刷用紙及び塗工印刷用紙に好
適に用いられる。
【実施例】
【００６０】
　表１に示す製紙用薬剤組成物を用いて以下の評価を行った。
＜製紙用薬剤組成物の調製方法＞
（１）実施例１～４、比較例４
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分を表中の比率で、全固形分濃度が１０重量％に
なるように温水中へ入れ（全量５００ｇ）、８０℃になるまで攪拌昇温する。８０℃でさ
らに６０分間攪拌を続け、その後、卓上ホモミキサーにて、８０００ｒｐｍで１分の条件
で乳化し、その後室温まで冷却して、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分を含有する
懸濁液からなる製紙用薬剤組成物を得た。
【００６１】
（２）比較例１、２
　（Ａ）成分及び（Ｃ）成分を表中の比率で、全固形分濃度が１０重量％になるように温
水中へ入れ（全量５００ｇ）、８０℃になるまで攪拌昇温する。８０℃になってからさら
に６０分間攪拌を続け、その後、卓上ホモミキサーにて、８０００ｒｐｍで１分の条件で
乳化し、その後室温まで冷却して、（Ａ）成分及び（Ｃ）成分を含有する懸濁液を得た。
後述の評価では、比較例１では、該懸濁液、（Ｂ）成分の順でパルプスラリーに別々に添
加し、比較例２では、（Ｂ）成分、該懸濁液の順でパルプスラリーに別々に添加した。
【００６２】
（３）比較例３
　（Ａ）成分及び（Ｃ）成分を表中の比率で、全固形分濃度が１０重量％になるように温
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水中へ入れ（全量５００ｇ）、８０℃になるまで攪拌昇温する。８０℃になってからさら
に６０分間攪拌を続け、その後、卓上ホモミキサーにて、８０００ｒｐｍで１分の条件で
乳化し、その後室温まで冷却して、（Ａ）成分及び（Ｃ）成分を含有する懸濁液を得た。
該懸濁液に（Ｂ）成分を表中の比率になるようにで室温下で混合し、（Ａ）成分、（Ｂ）
成分及び（Ｃ）成分を含有する懸濁液からなる製紙用薬剤組成物を得た。
【００６３】
（４）比較例５
　製紙用薬剤組成物として、（Ｂ）成分のみを使用した。
【００６４】
（５）比較例６
　（Ａ）成分及び（Ｃ）成分を表中の比率で、全固形分濃度が１０重量％になるように温
水中へ入れ（全量５００ｇ）、８０℃になるまで攪拌昇温する。８０℃になってからさら
に６０分間攪拌を続け、その後、卓上ホモミキサーにて、８０００ｒｐｍで１分の条件で
乳化し、その後室温まで冷却して、（Ａ）成分及び（Ｃ）成分を含有する懸濁液からなる
製紙用薬剤組成物を得た。
【００６５】
（６）比較例７
　製紙用薬剤組成物を添加せずに後述の評価でのパルプシートを製造した。
【００６６】
＜評価＞
（１）緊度及びサイズ度
（１－１）抄紙方法
　ＬＢＫＰを室温下、叩解機にて離解、叩解してパルプ濃度２．２重量％のＬＢＫＰスラ
リーとしたものを用いた。カナディアンスタンダードフリーネスは４３０ｍｌであった。
このＬＢＫＰスラリーを抄紙後のシートの坪量が絶乾で１００ｇ／ｍ2になるようにはか
りとってから、カチオン化澱粉（ＣＡＴＯ３０８、日本ＮＳＣ製）１．０％（重量基準、
対パルプ、以下同じ）、工業用硫酸バンド０．５％、軽質炭酸カルシウム２０％、及び表
１に示す量の製紙用薬剤組成物を攪拌しながら添加した。
【００６７】
　その後パルプ濃度が０．５重量％になるように水で希釈し、カチオン性ポリアクリルア
ミド系歩留向上剤（パーコール４７、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）０．０３
％を攪拌しながら添加した後、丸型タッピ抄紙機にて１５０メッシュワイヤーで抄紙し、
コーチングを行って湿紙を得た。抄紙後の湿紙は、３．５ｋｇ／ｃｍ2で２分間プレス機
にてプレスし、ドラムドライヤーを用い、１０５℃で２分間乾燥し、パルプシートを得た
。得られたパルプシートを２３℃、湿度５０％ＲＨの条件で１日間調湿してから、下記方
法で緊度とサイズ度を測定した。結果を表１に示す。
【００６８】
（１－２）緊度
　得られた調湿されたパルプシートの坪量（ｇ／ｍ2）と厚み（ｍｍ）を測定し、下記計
算式により緊度（ｇ／ｃｍ3）を求めた。
　計算式：　（緊度）＝（坪量）／（厚み）×０．００１
　緊度は絶対値が小さいほど嵩が高く、また緊度の０．０２の差は有意差として十分に認
識される。
【００６９】
（１－３）サイズ度
　上記抄紙方法で得られた調湿されたパルプシートのステキヒトサイズ度をＪＩＳ－８１
２２にしたがって測定した。
【００７０】
（２）動的吸水性
　プレスまでは上記抄紙方法と同様の操作を行った。プレスした後、湿紙を５ｃｍ×５ｃ
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ｍの大きさにカットし、メトラー・トレド（株）製のハロゲン水分計を用い１０５℃で乾
燥させ、紙中水分が０超～５％程度と推定される重量になった段階で乾燥操作を停止させ
、水分計にセットした状態のまま、上方から注射器を用いて速やかに６０℃の温水を３マ
イクロリットル滴下し、完全に紙中に浸透するまでの時間を測定した。そして乾燥操作を
再開し、さらに重量減少がなくなるまで乾燥し紙中水分が０％の重量（絶乾重量）を求め
た。浸透時間を測定した時点での重量と絶乾重量から浸透時間を測定した時点での紙中水
分を計算した。紙中水分は絶乾重量に対する水の重量を％で表したものである。紙中水分
の異なる５サンプルを測定し、これらについてＸ軸に紙中水分、Ｙ軸に浸透時間をとり、
紙中水分－浸透時間曲線を描き、紙中水分１％時の浸透時間を求め、動的吸水性を評価し
た。結果を表１に示す。本評価方法で浸透時間の長いものほど、ドライヤー直後の紙に対
する塗工工程での紙の吸水性が抑制され（すなわち動的吸水性が抑制される）抄速が向上
することになる。
【００７１】
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【表１】

【００７２】
　添加方法の「一括」は、（Ａ）～（Ｃ）成分を表１の重量比で含む懸濁液としてパルプ
スラリーに一括添加したことを、「ＡＫＤ別添」は、（Ｂ）成分を、（Ａ）成分と（Ｃ）
成分とは別にパルプスラリーに添加したことを意味する。また、表中の成分は以下のもの
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・ａ－１：ペンタエリスリトールステアレート（エステル平均置換度４５当量％、離水度
５．２％、融点５２℃、１重量％水溶液が分離するもの）
・ａ－２：ステアリン酸モノグリセライド（離水度５．７％、融点６６℃、１重量％水溶
液が分離するもの）
・ａ－３：エチレングリコールモノベヘネート（離水度５．５％、融点６４℃、１重量％
水溶液が分離するもの）
・ＡＫＤ：アルキルケテンダイマー（融点５０℃、花王（株）製「サイリーンＳ－９４」
）
・ＡＳＡ：アルケニル無水コハク酸（融点２０℃以下、星光ＰＭＣ社製「ＡＳ－１５３２
」）
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】（Ａ）成分の非イオン性界面活性剤及び（Ｂ）成分のアルキルケテンダイマーの
融点を測定する装置を示す概略図
【符号の説明】
【００７４】
　　Ａ：測定管
　　Ｂ：コルク栓
　　Ｃ：通気孔
　　Ｄ：温度計
　　Ｅ：補助温度計
　　Ｆ：浴液
　　Ｇ：毛細管
　　Ｈ：側管
【図１】
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